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研修時間 

４５分間 

主な内容 

○ 効果的な「実態把握や支援方法」について交流・協議し、発達障がいのある子どものよさを伸ばす

支援の方法を具体化する研修 

手   順 

準   備 ・「Ⅰ-２ 実態把握、支援方法の検討」のシート 

タ
イ
ム
テ
ー
ブ
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５分 １ 研修のねらいの確認 

・発達障がいのある子どもへの効果的な「実態把握や支援方法」について考える。 

５分 ２ 研修方法の説明 

・３～５人グループで協議を行う。 

 

３分 

 

 

 

 

 

１５分 

 

 

 

１０分 

 

３分 

３ シートを活用した演習 

① シートへ記入（個人） 

・グループで子ども１人を想定し、各項目の内容について、個人で記入する。 

・項目に○がついた中で困り感が低いものを選択し、同じ物を選択した人同士で小

グループをつくる。 

例）「聞く・話す・読む」グループ、「計算する」グループ、 

「推論する」グループ、「注意集中」グループなど 

② グループ協議 

・各項目についての各自の取組を基に、よさを伸ばす観点から「効果的な支援方法」

を付箋に書き出し、分類、整理する。 

  ※３～５人のグループで交流・協議する。 

③ 全体交流 

・グループ協議の内容を交流する。 

④ 今後の方向性の確認 

・明日から取り組むことを具体的に決定する（個人）。 

 

４分 ４ まとめ・振り返り 

事後の取組 ○ 取り組んだ実践について短いスパンで検証する。 

○ 次に「Ⅱ―１個別の指導計画の作成」と関連させて取り組む。 

「校内研修プログラム」の活用事例 

～効果的な支援方法で指導するための校内研修～ 

 
【活用するシート】 
Ⅰ―２ 実態把握、 

支援方法の検討 

 

ここがポイント！ 

よさを伸ばすという観点か

ら検討することが重要です。 

○ どうしても課題ばかりに目が行きやすいが、協議を通して子どものよさやがんばりを考える

ことの大切さについて、理解することできました。 

○ 分類しきれない項目は、場面によってはよさにも困難さにもなり得ることに気が付きました。 

ここがポイント！ 

研修の内容を明日からの実践

につなげることが重要です。 


